
注意して下さい！： 

大小の白点が体表にあるサメハダテナガダコ

今年（2019年）の10月初め，香川県中讃地区

（備讃瀬戸西部）のたこツボ漁業者から水産課

に，変わったタコがツボに入っていたとのこと

で，1枚の写真が送られてきました（写真）。そ

の他の情報としては，体重は約1キロ，そのタ

コを突くとその周辺が青白くなるとのことでし

た。 

写真 たこツボに入っていたサメハダテナガダコ 

 

変わった模様があることで強い咬毒
こうどく

（咬むこ

とで注入する毒）を持つヒョウモンダコが疑わ

れたのですが，ヒョウモンダコは青い斑紋があ

り，全長15cm程度にしか大きくならないので，

おそらく違うだろうと考えました。次に写真を

手掛かりに図鑑で探したところ，「サメハダテナ

ガダコOctopus luteus」が最も体表の色彩に近

いものでした。そして，本種は千葉県の房総半

島以南に生息していること，全長70cmまで大

きくなること，サメの肌のように体表に多くの

突起があること，触感が見た目より柔らかいこ

と，触ると白色斑が青白く蛍光を発することな

どから，写真のタコはサメハダテナガダコだろ

うと判断しました。 

サメハダテナガダコについて，さらに図鑑や

ネット検索で調べると次のようなことも分かり

ました。本種にも咬毒があり，咬まれた場合に

体がしびれたりするようです。ただし，本種に

よる死亡例はなく，ヒョウモンダコのような猛

毒ではないようです。また，2016年の秋に姫路

市周辺で漁獲された記録がありました。さらに，

本種は香港や台湾，フィリピンでは漁獲対象と

なっているようですが，マダコやイイダコに比

べると，水っぽく，旨味も弱いようです。 

 近年，瀬戸内海で猛毒を持つヒョウモンダコ

が確認されております。マダコやイイダコとは

違った色彩を持つタコが獲れた場合は，毒を持

ったタコかもしれないと思って，できるだけ手

を触れない，仕方なく手を触れる場合には厚手

のゴム手袋をつけ，腕も素肌が出ないようにし

てから十分注意して触るようにして下さい。 
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